
○　本校の概要 令和5年3月9日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な対
応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：

37%

プ
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ン
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体
力
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向
上
と
健
康
の
増
進

Ｃ

Ａ

４：

62%

Ｄ

３：

22%

その内容を踏まえ、学年間での参観やOJTを通し
た研修などを実施し、　日々の授業改善に努めて
いる。

外部研修ごの伝達講習会を設定したり、資料を
回覧するなどして学校全体として授業改善に生か
そうとしている。

校内委員会は確実に月に1回と必要に応じて随
時開催することができ、1年生の様子や対応の確
認、サポートルームとの連携などスムーズに行え
るようになった。委員会の記録を全職員にC4thで
送り、共通理解を図ったが、今後も、会の内容や
研修会のもちかたなど充実させていく。

子供たちにとって分かり
やすい授業をしている
か。
４「はい」と回答した保護
者の割合

成果指標：２　６0%以上

体を動かすことが好きで
すか。
４「好き」と回答した児童
の割合

成果指標：３　６５%以上

Ａ

授業がよくわかります
か。。
４「よくわかる」と回答し
た児童の割合

成果指標：２　６0%以上

体育研修資料を校内に伝達するなど、体育授
業、体育的活動の充実を図った。また、マラソン
月間、縄跳び月間等を設定し、期間を設け全児
童が休み時間に運動する機会をつくり、運動の習
慣化を図った。

保健科や「早寝早起き朝ごはん月間」を通して、
各学年の発達段階に応じた指導を行い、健康的
な生活についての知識技能を身に付けたり、意
欲を高めていったりした。

保護者からの授業評価について、アンケート結果
を校内で共有し、願いや思いを理解するようにし
ている。９０％近くは肯定的ではあるが、「わかる」
を「よくわかる」になるよう、授業デザイン・カリキュ
ラムデザインの工夫をしながら日々の授業改善
に努めていく。

３：

27%

２：

2%

Ｃ

本校における課題を重点に「早寝・早起き・朝ご
はん月間」に取り組んだことで、児童・保護者の
取組への意識が向上し、生活習慣について見直
すきっかけになった。

給食の盛り付け方の写真と、当日使用した旬の
食材、季節に合わせた献立の紹介をする「給食メ
モ」を作成し、指導を行った。また、季節や行事献
立について放送で周知した。教科では総合の時
間を通し食育の指導を行った。

ふれあい月間を行う前に生活指導主任から、学
校いじめ防止基本方針について説明をし、組織
的に対応できるように共通理解を図った。

校内いじめ対策委員会、特別支援教育校内委員
会でケース会議を設定したことで。児童の情報共
有を確実に行うことができた。成果と課題も検討
することで、継続的に支援を行うことができた。

学習活動の中で、自分が理解したことをアウト
プットする時間を設定することで、考えを広げたり
深めたりすることができた。
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学校関係者記入欄
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令和４年度　大田区立調布大塚小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・児童数３６４、学級数１２、主幹教諭：２、主任教諭：６、主任養護教諭：１、教諭：８
・学び方を学び、自立した学習者を育てるために、全教科等で「教えて考えさせる授業」による授業改善を図るとともに、「予習・授業・復習」の授業サイクルを確立し、家庭学習の充実を図る。
・サポートルーム拠点校としての強みを生かし、特別支援教育の充実を図る。
・地域の人材・資源を効果的に活用し、教育活動の充実を図る。

目標に対する成果指標

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を目
指します。ま
た、相互の連
携を深め、子
どもを育てる
仕組みを作り
ます。

３：

46%

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・相対的に子どもより大人の数が多い現在、もっと多くのことに
取り組めるよう意識して子どもたちと接していきたい。
・情報の発信については受取る側のスキルの問題もあるので
ペーパーベースでほしい人には希望により配布してもよいので
はと思う。
・登校時の児童の様子が明るく楽しそうに感じる。
・田園調布せせらぎ館を活用し、六郷用水、古墳、中原街道の
歴史、及び自然資産を学ぶ取組みに力をいれたい。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校からの便りは分か
りやすいか。
４「はい」と回答した保護
者の割合

成果指標：１　６0%未満
0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

B

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

２：

11%

１：

5%

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

「習得・探究サイクル」の授業デザインによ
り単元（題材）構成を工夫し、探究的な学び
の質の向上を図る。

Ｂ

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校の
きまりなどを守ろうとする意識を高める。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

面談を行う児童の枠組みを決めたことで、確実に
面談が行われ、共有シートに報告し、生活指導部
で共有したことで組織的に対応することができ
た。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

4

4
児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力
向上と良質な
教育環境をつ
くります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

「OJTパッケージ」を基に組織的なOJTに取
り組む。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

自分の心や体に関心をもち、進んで健康的
な生活を送ろうとする意欲を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上をめ
ざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

多様な他者と協働することで考えを広げた
り深めたりできる場面を意図的・計画的に
設定する。

・テストの点数と主観的な考えにはずれがあるかとは思うが、保
護者とも連携を取りながら進めていけるのは安心できる。
・自分を振りかえる学習内容とともに、わかる授業、学びたい気
持ちを高める授業となるよう工夫を重ねていることがわかった。
・経済格差が広がり二極化が進んでいると言われる現在、学力
格差も懸念される中、補習授業により少しでも教育の平等が保
たれるのは喜ばしいことだ。

6

0

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

Ａ

・学校・家庭の他に地域とのつながり、行事への参加などにより
多くの人と交わることができれば子どもたちの意欲向上につな
がる。
・道徳の授業をはじめ、ふれあい月間、問題行動・不登校児童
への対応研修等、多くの取組みが実を結ぶことを願っている。
・正義感・自立する心など豊かな心の育成はいつの時代も一般
学習同様に大切だと思う。
・「学校が楽しい」と回答した児童68％が多いのか少ないのか。
学校が心地よい場所になることを願う。

・スポーツはまず楽しむことから、仲間との交流も広がり、自信も
ついてくると考える。また、高学年になれば下の学年に指導する
こともできるようになり、やりがいにもつながっていくと思う。
・「体を動かすことが好き」と回答の児童68％は多いのか。体が
動くと心も動くので、運動が好きな児童が増える取組みはとても
よいと思った。
・幼少時から健康について意識して運動することは大切だと感じ
た。
・児童の運動習慣が積極的なスポーツ参加につながるよう、機
会づくりの推進をお願いしたい。

・夫婦共働きの家庭が多くなり兄弟姉妹も少ない今、学校、地域
の役割が大きくなっている。地域をからめたOJTにも取り組んで
ほしい。
・保護者の90％が肯定的な授業評価。今後更に内容を充実させ
ることが大切。
・教員の方々の大変なご苦労に感謝したい。

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

３：

20%

２：

7%

１：

5%

学校が楽しいですか。
４「楽しい」と回答した児
童の割合

成果指標：３　６５%以上

組織的に対応すること
で、児童一人一人の困
り感にあった支援を考え
ることができた。引き続
き、組織的に対応してい
く。

１：

1%

２：

9%

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社会
の変化にしな
やかに対応
する子どもの
力と自信を身
に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成
等を図っている。

4

授業でとなりの人やグ
ループの人と話し合うこ
とは、学習の役に立ちま
すか。
４「役に立つ」と回答した
児童の割合

成果指標：４　70%以上

４：

72%

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

6

・一方通行の授業とは違い、他者との意見交換がコミュニケー
ション能力の向上につながる。多角的な取組が児童の意欲向上
につながっている。そして体力向上にもつながっている。楽しく
取組めるようにより工夫をこらしてもらえればよいと思う。
・コミュニケーション能力、情報活用能力、ともに生きる力など、こ
れからの時代に大切な内容に先生方が懸命に取組んでいるこ
とがよくわかった。
・公開授業で多くの児童が積極的に発言していて学校の取組み
の成果を感じることができた。
・ICT教育の完成度をさらに高めてほしい。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：

22%

Ｂ 0

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

0「ＧＩＧＡ推進チーム」中心に、学校組織全体
で学習用タブレットの効率的・効果的な活用

を推進する。
4

4

Ａ

普段の学習ではペアやグループ学習を計画的に
取り入れ、外国語教育指導員から学んだ文や単
語をアウトプットする機会が増えた。授業以外に
は、週１回程度昼休みにイングリッシュカフェを
行っている。参加率を高めるため担任からも伝達
してもらう。

大田区にある株式会社インフィニアムジャパンの
方に、未来の自動車についてメリットデメリットを
含めて考えたことを提案した。

「スクールタクト」が通常版となり、共同閲覧に加
え、共同編集もすることができるようになり、児童
の意欲喚起につながった。他の学習コンテンツの
よさを生かし、学習による使い分けをして児童の
意欲の喚起や学習内容の定着を図っていく。

「大田区立小・中学校人権啓発作品展」に向けた
取組や人権週間の「校内人権作品展」を通して人
権意識の啓発を行った。今後も研修会の伝達講
習を実施し、年間指導計画や人権教育資料等を
活用した授業の充実を図っていく。

校内の取組みとしてマラソン月間、縄跳び月間を
設け、体力向上を図った。各学年の体力テスト結
果を分析し、教員全体に周知していった。今後
は、課題となるを補うための取組みを充実させ、
体力の向上を図っていく。

「予習・授業・復習」サイクルで学習習慣の
定着を図る。

4

４：

61%

３：

35%

２：

3%

１：

1%

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

定期的にOJT研修を開き、学んだり相談し合った
りすることができた。自己申告時の相互の授業観
察について指導案共有の呼び掛けが遅れること
があったので、忘れずに行う。

行事の様子だけでなく、学習の様子についても情
報発信するようにしている。達成指標である月１
回以上は更新しているが、今後は週に１回は発
信できるようにして、保護者・地域の方に学校で
の取組みをお知らせできるようにする。

例年通り

研究も関連し、企業とのコラボ、せせらぎ館をハブとした連携授
業等が推進されており、今後も充実させていく。

普段ICT担当が教室を回り、タブレットの使い方に
ついて相談に乗ることができた。また、研修会等
を通じて、使い方について理解を深めることがで
きた。ただ、もう少し計画的に研修会を行って行く
必要があった。今後、タブレットの効果的な使い
方の事例を集めてまとめていく予定である。

「教科書を読んで来る。」「教科書を読んで分から
ないところを掴んで来る。」「今日の学習で分かっ
たことを家の人に説明する。」などの取組をして、
学習内容の定着を図っている。

OKJ（教えて考えさせる授業）の学習過程を取り
入れ、インプットとアウトプットのバランスを考えた
授業に取り組み、深い理解を伴った習得を目指し
た。ミニ探究では、獲得した知識や技能を活用し
て自分で興味関心をもった課題に取り組み、追究
する活動をしている。

毎学期末に学習カルテを使って児童が自分自身
の学習状況を振り返り、教師が助言を記入し、通
知表とともに保護者に渡している。学期初めには
児童が再読し、付けていく力を意識できるようにし
ていく。

0

Ｄ 0

生活指導夕会等で生活指導部から積極的に情
報を各学年部に発信することができた。疑問等は
その都度確認し、全体に共通理解を図ったことで
意識を高めることにつながった。

道徳授業推進教師が受けた研修内容を教職員
全体に伝達した。教科書以外にも、都や区から給
付されている教材も活用して授業し、道徳指導を
充実させる。

各学期末に、通知表とともに児童及び保護者に
知らせている。また、担任が各個人の進み具合を
把握し、算数補習教室などと連携しながら進める
ことができた。

担任や少人数担当から、児童に働きかけることが
できた。また、学習指導講師と情報を共有しなが
ら指導することができた

各自の授業改善に生かせるよう意識したり、指導
案作成時には観点別授業改善のポイントを意識
するようにしている。

6

0


